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【景気回復に向けて】
謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
昨年の年頭、本稿にて、2013年を景気回復のス

タートの年になることを期待したいと述べたと思
います。皆様、景気回復の手応えを感じた年であっ
たでしょうか？　ＴＶニュースの街の声を聞く
と、ボーナスアップで喜んでいる方もいれば、ア
ベノミクスの恩恵は全くないと話す方など様々で
す。大企業と、そこに勤めるサラリーマンが、先
行して景気回復を実感しているのでしょう。

中小企業は、少し遅れて今年が景気回復を実
感できる年になるはずです。私共のクライアン
ト先に目を移してみますと、昨年終盤から潮目
が変わってきた感があります。円安、オリンピッ
ク効果、消費税駆け込み需要により、全体の需要
が増加してきていることが要因と一般的に言わ
れていますが、もう一つの側面があるように思
えます。
クライアントの状況を分析してみますと、供

給側の方の要因も大きいようです。従来は、供給
過剰のために、売上を獲得するには熾烈な価格
競争が避けられませんでした。異状なまでの長
期に渡るデフレ状態は、資産背景のない中小企
業の体力を奪っていったと思われます。国は、国
内経済を支える中小企業のために各種施策を実
施してきました。保証協会融資の拡充や、金融円
滑化法による支援、各種補助金等、財務面での支
援策は充実しています。しかしながら、これらは
対処療法であり、市場環境の改善には繋がるは
ずがありません。
中小企業側では、事業を維持していくために、

リストラは避けられませんでした。新規採用を
抑え、資産を処分し、固定費をギリギリまで削っ
ていきました。しかしダンピング競争は収まる
ことがなく、いくらリストラを続けても、同時に
利益が縮小していってはリストラ効果も半減で
した。新規の設備投資など何年も行ってこなかっ
たと思われます。中には、廃業していった同業者
も少なくないと思います。結果として、供給側の
縮小は想像以上に広がったと考えられます。
競争の厳しかった運送業界を例にしてみます

と、価格ダンピングが進んだ上に、燃料価格の上
昇を荷主に負担させることもできず、業界全体
として収益力は大きく落ち込みました。本来で
あれば、運賃には、燃料費、人件費、それと車両
の償却費相当以上をいただかなければ、安定経
営はできません。自ずと、新規車両設備は削られ
ることになります。業界全体で徐々にトラック
台数が縮小し、昨年終盤の頃より、需給バランス
に変化があったようです。
運送業界にとっては、荷主への適正価格を再

交渉する絶好のチャンスです。各種財務支援策
とは、結局のところ、先に負担を延ばしているに
過ぎませんので、どこかで大きく改善が求めら
れることになるのです。改善が出来なければ、金
融の面から、市場退場を宣告されてしまいます。
景気回復を取り込めるか否かは、それぞれの

企業が業界環境を正確に把握し、自社のポジショ
ンを認識し、変化に対応する策をとっていける
かに掛かっています。この１年、気を引き締めて
いきましょう。
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